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教職員支援機構

自分の所属する学校や地域の現状
と、理想とする共生社会実現に向けて
の課題について意見交換を行う。ま
た、これからの共生社会に必要なもの
は何かを考え、セミナー参加における
目的、目標を明確にする

通常の学級における子供の「見えにくい困難さ」とそ
の背景への理解を深め、子供の教育的ニーズに応じ
た指導・支援や、校内で連携して支える取組につい
て理解を深める。

多様性を理解し、尊重できる子どもを育てるため
に日々の授業や学級経営で何ができるかを実践
事例をもとに考える。

セミナーの学びを踏まえ自身の
実践を省察し、対話を通して、課
題解決に向けた自身の取組や
理想の共生社会の実現につい
て考える。

【事前課題】
・「現状・課題整理ワークシート」（課題様式１（｟A４｠）
自身の所属する学校や地域の現状、共生社会の実現に向けての課題を記入する。

休
憩

１５：２０～１６：２０（６０分）
演習（４）

国立特別支援教育総合研究所
発達障害教育推進センター
総括研究員　井上　秀和

国立特別支援教育総合研究所
ウエルビーイングS＆Iセンター上席総括研究員（兼）

センター長　久保山　茂樹

令和８年度共生社会を実現する教育研究セミナー　日程表

12/16
（水）

受
付

９：1０～１０：1０（6０分）
演習（１）

休
憩

１０：２０～１２：１５(１１５分）
講義・演習（2）

昼
休
憩

１３：１５～１５：１０（１１５分）
講義・演習（３）

事
務
連
絡

セミナーにあたって
～現状と課題について考える～

子供の「見えにくい困難さ」から考える
－通常の学級における一人一人の学びを支える指導・支援 －

学級は小さな共生社会
－多様性を理解し尊重できる子どもを育む場として－

リフレクション

教職員支援機構


